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大分類における距離を用いた

候補数の削減法

藤田　直幸

文字認識過程で処理時間の短縮が重要な課題となっている�本論文では大分類の候補数削

減の方法を提案する．処理手順を次に述べる．まず，大分類結果の �位候補を参照する．次

に，予め作成しておいたテーブルから �位候補に対応する距離比 �� を読み出す．そして，�

位候補の距離 �� に距離比 �� を乗じることにより距離 ���� を算出する．距離 �� �� 以内に

含まれる候補を大分類結果として出力する．また本手法は，カテゴリ毎に距離比を調整でき

るため，更なる候補数削減と分類率の向上が期待できる．漢字を含む �����字種に適用した

結果，従来の大分類法の候補数 ��個を ����％削減することができた．また，分類率の低下

も ����％と軽微であった．これより，本手法の有効性が確認された．

キーワード 文字認識，大分類，候補数削減，距離比
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